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①  平成 24 年に井波高校が閉校し、その跡地に富山国際大学のサテライトが

できたことは良かったが、住民の皆さんからは、地域で高校が担っていた地

域力がなくなったと聞き、高校と自治体の関係の深さを改めて実感した。 

②  中学生が行きたい高校を選ぶときは、学力のレベルや家からの距離、高校

の特色などの観点から選択できるという状況が望ましい。特に女子生徒にと

っては、学校までの距離は大きな要因となる。 

③  ３学級の基準がわかりにくい。報告書では３学級以下の高校を再編対象と

するとしているが、小規模校の良さをしっかりと検証してもらいたい。 

④  ３学級以下となっている学校は、標準的な学力レベルの学校だと思う。そ

れだけを再編していくと、大規模な進学校だけが残っていくようなアンバラ

ンスになるのではないか。 

⑤  効率性とか財政的な面だけにとらわれた議論になりがちになるが、富山県

に生まれて良かったという高校教育のあり方を議論していただきたい。我々

も、その実現に協力させていただく。 

①  課外活動は生徒の将来の人間形成、社会生活において大きな役割を果たし

ている。部活動では、多くの部員が切磋琢磨して、より高い目標を目指して

いくことが大事であり、そのために一定の学校規模が必要である。 

②  高校の教育環境を整え、県内企業の担い手やリーダーを育成するために

は、一定の規模が必要であり、今後の生徒減少を踏まえると、高校再編はや

むを得ない。 

③  職業科高校は、県内企業の担い手を育成するという大きな役割を担ってお

り、ものづくり県である本県では、４地区に、ものづくりを支える工業科単

独校が必要である。 

④  県内の市町村では小中学校を統廃合しており、教育環境を整える必要性を

考えると、高校だけ例外とするわけにはいかないのではないか。 

⑤  １つの市町に１校配置するより、高校時代にいろいろと経験を積ませるこ

とが、自分たちの子ども、地域の子どもたちにとって大事である。 
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①  「１市町１高校」を保持してもらいたい。地域の活性化が図られるような

配慮が必要であり、泊高校の存続は、朝日町の活性化、発展の根幹となる重

要課題であると同時に、死活問題である。 

②  少人数であっても、生徒同士が切磋琢磨する状況は当然あり、選択教科は、

開設数によって教育の質が問われるものではないことから、全ての小規模校

を統合することには疑問が残る。 

③  大規模校と小規模校の双方を「地方創生」を念頭に置いてバランスよく残

し、多様な高校の中から、中学生自身が、自分の興味・関心、特質に応じて

高校を選択できるよう整備、配置することが大切である。 

④  各地域の中学生に、地元の高校で学び、地元に根付く機会を提供すること

も大切である。 

⑤  自治体と県が知恵を出し合って、高校の存続、そして魅力ある高校づくり

にもう少し膝をつき合わせながら検討すべきである。 

①  前期高校再編では、同じ学年の人数が多いことで、学習面や部活動、人間

関係において切磋琢磨する機会が増え、また生徒が増え、学校自体にも活気

が出て良かった。 

②  また、工業高校では多くの学科が併設され、ものづくり学など学科横断的

な教科が導入され、自分の学ぶ学科以外の分野の理解が進むとともに、統合

により、実習棟や設備が整備され、新技術への対応が可能になった。 

③  普通科と職業科の割合をそのままにして再編を行うと、専門学科の学級減

となる恐れがある。特に、工業高校のあり方については、ものづくり立県、

富山県として、長期的な計画によって慎重に議論していただきたい。 

④  工業系の高校から、地元の工学部のある大学に進学するような仕組みを検

討できないか。そういう学生は、地元に就職する率が高い。 

⑤  ものづくりの現場には、普通科や商業科の生徒も入社することから、これ

らの生徒も在学中に、ものづくりの現場を体験できるようにしてもらいた

い。 
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①  公立の小中学校、県立の高校を出て、一定水準の進学実績を出しているこ

とが富山の教育の魅力である。高校教育の水準は、雇用にも人口にも大きく

影響する。 

②  小学校、中学校とは違い、県立高校は生徒の土着性がなく、１自治体１高

校にこだわる必要はない。 

③  切磋琢磨が生まれ、いろいろな考え方をする生徒が在籍することが、多様

な価値観を知るために大変大事で、１学年５学級が良いと思う。 

④  職業科で実学を学んだ生徒で、一般の大学に進学する人もいるのではない

かと思うが、この人たちが富山の現場を支える働き手として働いてくれるよ

うな教育をしていかないといけない。 

⑤  工業系は何学級必要かや、ニーズが大きい学科をどこに作れば、全県的に

人を集めようとすることができるのかなどの視点で再編を考えていくとい

うことが大事である。 
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